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議
案
審
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決
算
認
定

決
算
認
定

請
願
審
査

請
願
審
査

人
事
案
件

人
事
案
件

視
察
報
告

視
察
報
告

一
般
質
問

一
般
質
問

視
察
先　
●
真
庭
市
真
庭
火
葬
場

　
　
　
　
●
鳥
取
県
倉
吉
市
鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
斎
場

　

真
庭
火
葬
場
は
真
庭
市
直
営
で
、
鳥

取
中
部
ふ
る
さ
と
斎
場
は
、
１
市
４
町

の
広
域
連
合
が
主
体
の
指
定
管
理
者
制

度
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

  

本
市
も
岡
山
市
と
の
連
携
を
前
提
に

火
葬
場
を
計
画
中
だ
が
、
他
市
の
事
例

等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
民
に
し
っ

か
り
説
明
で
き
る
よ
う
議
論
し
て
い
き

た
い
。

ࢹ  ใ ࠂ

視
察
先　
東
京
都
荒
川
区

目　
的　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

　

荒
川
区
は
、『
区
政
は
区
民
を
幸
せ

に
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
』
と
い
う
基

本
姿
勢
の
も
と
、
様
々
な
支
援
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
に
対
し
て
、
地
域
で
の

居
場
所
を
つ
く
り
、
生
活
面
か
ら
学
習

面
ま
で
多
面
的
に
支
援
し
て
い
る
。

  

本
市
も
、
よ
り
市
民
に
寄
り
添
う
行

政
運
営
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

視
察
先　
埼
玉
県
入
間
市

目　
的　
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

 

入
間
市
は
、
爪
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
貼

付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
徘
徊
高
齢
者

の
身
元
確
認
の
助
け
と
し
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
服
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
つ

け
る
こ
と
で
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

  

い
ず
れ
に
し
て
も
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に

対
す
る
理
解
を
広
げ
る
こ
と
が
課
題
で

あ
る
と
感
じ
た
。

　

入
間
市
で
は
、
警
察
と
連
携
し
て
い

る
が
、
本
市
で
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

10
月
31
日

11
月
８
日
〜
９
日

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

議　案　名

議
決
年
月
日

採
決
結
果

日本共産党
瀬戸内市議団 改　革 公明党

瀬戸内市議団 鼎の会 瀬戸内市民の会 創流
クラブ 無会派

賛
　
　
成

反
　
　
対

厚
東
　
晃
央

島
津
　
幸
枝

廣
田
　
　
均

小
谷
　
和
志

日
下
　
敏
久

石
原
　
芳
高

河
本
　
裕
志

高
間
　
直
美

角
口
　
隼
一

布
野
　
浩
子

小
野
田
　
光

原
野
　
健
一

平
原
　
順
二

馬
場
　
政
敎

竹
原
　
　
幹

日
下
　
俊
子

岡
　
國
太
郎

室
﨑
　
陸
海

請願第4号 日本政府に核兵器禁止条約の調印を求
める意見書採択を求める請願 H29.12.21 採択 ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ― ● ○ ○ ○ ○ ○ 11 6

発議第8号 日本政府に核兵器禁止条約の調印を求
める意見書の提出について H29.12.21 原案

可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ― ● ○ ○ ○ ○ ○ 11 6

○＝賛成　 ●＝反対　―＝議長職 ( 議長は採決に加わりません )　　

※他の議案については全員賛成

平成29年第5回（11月）定例会　賛否の公表

●「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
の
調
印
を
求
め
る
意
見
書
の

採
択
を
求
め
る
請
願
」
が
提
出

さ
れ
、
賛
成
多
数
で
採
択
し
、

国
へ
意
見
書
を
提
出
し
た
。

請
願
審
査

人
事
案
件

真庭火葬場
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昨
年
の
台
風
に
よ
り
、
長
船
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
の

屋
根
が
破
損
し
た
た
め
、
上
屋
テ

ン
ト
を
す
べ
て
張
り
替
え
る
予
算

が
計
上
さ
れ
、
可
決
し
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

こ
の
プ
ー
ル
は
、
隣
接
し
て

い
る
国
府
小
学
校
が
授
業
で

も
使
用
し
て
い
る
た
め
、
５
月
中

に
完
成
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

日
程
的
に
は
厳
し
い
が
、
授
業

に
影
響
し
な
い
よ
う
、
な
る
べ
く

早
く
発
注
し
た
い
。

約2,200万円

　
本
蓮
寺
所
蔵
の
朝
鮮
通
信
使
関
連

詩
書
9
幅
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺

産
（
世
界
の
記
憶
）
に
認
定
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
9
幅
の
詩
書
の
レ
プ

リ
カ
（
複
製
品
）
製
作
費
予
算
や
、

記
念
イ
ベ
ン
ト
関
連
予
算
及
び
朝
鮮

通
信
使
ゆ
か
り
の
井
戸
上
屋
修
復
費

が
計
上
さ
れ
、
可
決
し
た
。

レ
プ
リ
カ
は
ど
こ
に
展
示
す
る

の
か
。

海
遊
文
化
館
な
ど
を
考
え
て
い

る
が
、
最
終
的
に
は
所
有
者
と

も
相
談
し
て
決
め
た
い
。

記
念
イ
ベ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
な

も
の
を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

３
月
に
記
念
講
演
会
、
パ
ネ
ル

展
、
ガ
イ
ド
付
き
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

●
教
育
委
員
会
委
員
に

　
藤
本 

里
絵
氏

　
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

　（
任
期
は
、平
成
29
年
12
月
25
日
〜

平
成
33
年
12
月
24
日
）

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
、

　
藤
本 

め
ぐ
み
氏 

　
を
適
任
者
と
認
め
る

　（
任
期
は
、平
成
30
年
4
月
1
日
〜

平
成
33
年
3
月
31
日
）

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
、

　
真
𡽶 

貴
美
子
氏 

　
を
適
任
者
と
認
め
る

　（
任
期
は
、平
成
30
年
7
月
1
日
〜

平
成
33
年
6
月
30
日
）

問問 答答
約
５
０
０
万
円

朝
鮮
通
信
使

関
連
予
算
に

問答

台風により破損した
長船町Ｂ＆Ｇプールの屋根

長船B&Gプールの屋根改修に

  

鹿
・
イ
ノ
シ
シ
等
の
増
加
に
伴

い
捕
獲
補
助
金
及
び
、
防
護
柵
の

設
置
補
助
金
を
増
額
す
る
予
算
が

計
上
さ
れ
、
可
決
し
た
。

詳
細
は
。

今
年
度
か
ら
始
め
た
猟
期
中

の
捕
獲
補
助
金
に
、
80
万
円

を
増
額
し
た
。

　

ま
た
、
猟
友
会
に
対
す
る
捕
獲

補
助
金
に
３
０
０
万
円
を
、
個
人

向
け
防
護
柵
の
補
助
金
に
は
、
３

５
０
万
円
を
増
額
し
た
。

本
市
の
補
助
要
綱
で
は
、鹿・

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
報
奨
金
は

１
万
５
千
円
以
内
と
な
っ
て
い
る

が
、
予
算
上
は
１
頭
１
万
円
に
な

る
。

　
１
頭
１
万
５
千
円
に
近
づ
け
る

努
力
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

１
頭
１
万
５
千
円
で
、
予
算

を
確
保
し
た
い
。

約
７
０
０
万
円

有
害
鳥
獣
対
策
に

問問 答答

議　案　名

議
決
年
月
日

採
決
結
果

日本共産党
瀬戸内市議団 改　革 公明党

瀬戸内市議団 鼎の会 瀬戸内市民の会 創流
クラブ 無会派

賛
　
　
成

反
　
　
対

厚
東
　
晃
央

島
津
　
幸
枝

廣
田
　
　
均

小
谷
　
和
志

日
下
　
敏
久

石
原
　
芳
高

河
本
　
裕
志

高
間
　
直
美

角
口
　
隼
一

布
野
　
浩
子

小
野
田
　
光

原
野
　
健
一

平
原
　
順
二

馬
場
　
政
敎

竹
原
　
　
幹

日
下
　
俊
子

岡
　
國
太
郎

室
﨑
　
陸
海

認定第2号 平成28年度瀬戸内市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算認定について H29.11.28 認定 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 3

○＝賛成　 ●＝反対　―＝議長職 ( 議長は採決に加わりません )　

※認定第 1 号、第３号～第 11 号は全会一致で認定

平成28年度一般会計他決算認定　賛否の公表
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日
下
俊
子
（　
ペ
ー
ジ
）

１
．人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

２
．災
害
時
の
避
難
対
応
に
つ
い
て

　
河
本
裕
志
（　
ペ
ー
ジ
）

１
．高
齢
者
徘
徊
対
策
促
進
事
業
に
つ
い
て

２
．子
育
て
支
援
に
つ
い
て

３
．工
業
団
地
に
つ
い
て

厚
東
晃
央
（　
ペ
ー
ジ
）

１
．国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
に

つ
い
て

２
．学
童
保
育
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

に
つ
い
て

３
．教
育
環
境
の
充
実
等
に
つ
い
て

小
野
田
光
（　
ペ
ー
ジ
）

１
．市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

室
﨑
陸
海
（　
ペ
ー
ジ
）

１
．道
の
駅
の
活
用
に
つ
い
て

２
．外
郭
団
体
等
へ
の
関
与
に
つ
い
て

３
．弁
護
士
へ
の
相
談
に
つ
い
て

竹
原　
幹
（　
ペ
ー
ジ
）

１
．介
護
保
険
に
つ
い
て

２
．自
治
体
間
の
連
携
に
つ
い
て

３
．国
・
県
へ
の
要
望
に
つ
い
て

日
下
敏
久
（　
ペ
ー
ジ
）

１
．今
後
の
病
院
改
革
に
つ
い
て

２
．格
差
の
な
い
市
政
に
つ
い
て

３
．「
あ
い
さ
つ
の
ま
ち
瀬
戸
内
市
」の

宣
言
に
つ
い
て

４
．認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
（
新

オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
に
つ
い
て

角
口
隼
一
（　
ペ
ー
ジ
）

１
．市
内
へ
居
住
す
る
職
員
の
増
加
策

に
つ
い
て

２
．市
所
有
の
土
地
の
管
理
に
つ
い
て

３
．医
療
費
の
抑
制
策
に
つ
い
て

高
間
直
美
（　
ペ
ー
ジ
）

１
．リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
啓
発
活
動

に
つ
い
て

２
．が
ん
教
育
に
つ
い
て

３
．シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
つ
い
て

布
野
浩
子
（　
ペ
ー
ジ
）

１
．図
書
館
行
政
に
つ
い
て

２
．観
光
振
興
に
つ
い
て

３
．世
界
記
憶
遺
産
登
録
に
つ
い
て

４
．地
域
の
課
題
解
決
に
つ
い
て

岡
國
太
郎
（　
ペ
ー
ジ
）

１
．世
界
の
記
憶
（
世
界
記
憶
遺
産
）

認
定
及
び「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー・オ
ブ・

ザ
・
イ
ヤ
ー
２
０
１
７
」
大
賞
受

賞
に
つ
い
て

２
．市
営
バ
ス
の
利
用
状
況
と
利
用
者

増
の
方
策
に
つ
い
て

３
．相
次
ぐ
浸
水
被
害
へ
の
対
応
策
に

つ
い
て

馬
場
政
敎
（　
ペ
ー
ジ
）

１
．農
業
政
策
に
つ
い
て

２
．障
害
者
差
別
の
解
消
に
つ
い
て

３
．災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

島
津
幸
枝
（　
ペ
ー
ジ
）

１
．小
・
中
学
校
の
通
学
区
域
に
つ
い
て

２
．介
護
保
険
に
つ
い
て

３
．新
火
葬
場
建
設
計
画
に
つ
い
て

４
．地
域
一
括
交
付
金
制
度
に
つ
い
て

廣
田　
均
（　
ペ
ー
ジ
）

１
．中
期
財
政
計
画
に
つ
い
て

２
．護
岸
、
堤
防
の
補
強
に
つ
い
て

３
．港
湾
の
防
波
堤
に
つ
い
て

４
．子
育
て
支
援
に
つ
い
て

小
谷
和
志
（　
ペ
ー
ジ
）

１
．災
害
対
策
に
つ
い
て

２
．道
路
の
改
善
に
つ
い
て

３
．学
校
給
食
に
つ
い
て

6

洋
式
化
も
進
め
て
い
く
。

特
別
支
援
学
級
は
、

1
人
の
学
級
担
任
に

対
し
て
複
数
学
年
の
8
人

以
下
の
子
ど
も
で
ク
ラ
ス

編
制
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
違
う
支
援
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
子
ど

も
に
は
、
き
め
細
か
い
教

育
を
行
う
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

　
そ
の
た
め
1
ク
ラ
ス
の

子
ど
も
の
人
数
や
学
級
担

任
の
人
数
な
ど
ク
ラ
ス
編

制
を
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

教
育
す
る
の
に
難
し
い

状
況
は
あ
る
が
、
法
律
に

基
づ
い
て
8
人
以
下
の
ク

ラ
ス
編
制
に
な
っ
て
い
る
。

　

個
々
に
合
っ
た
教
育
を

す
る
た
め
に
支
援
員
の
複

所
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

市
全
体
を
考
え
、
避
難

所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

本
市
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
、

縁
結
び
サ
ポ
ー

タ
ー
の
活
用
、

県
の
お
か
や
ま

縁
結
び
ネ
ッ
ト

と
の
連
携
、
30

歳
の
成
人
式
の

開
催
（
生
ま
れ

育
っ
た
地
元
に

つ
い
て
、
そ
の

現
在
と
未
来
の

姿
を
考
え
る
絶

好
の
機
会
に
な

り
、
地
域
に
賑

わ
い
を
も
た
ら

す
に
違
い
な

い
）、
同
居
や
近
居
の
新

世
帯
に
補
助
金
を
交
付

（
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
保
育
園
に
入
る
こ
と

も
、
学
童
保
育
も
必
要
が

な
く
な
る
）
な
ど
を
考
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

№ 施設名 住所 屋内 屋外 洪水 高潮 地震 土砂災害 人口
Ｈ28.4.1現在

1 美和小学校 東須恵1666-1 1,318 5,450 〇 ー 〇 〇
東須恵　 343人

2 美和会館 東須恵452 50 70 〇 ー × ×
3 西須恵コミュニティーセンター 西須恵988-5 50 0 〇 ー △ 〇 西須恵　 382人
4 長船町公民館美和分館 飯井190-1 196 550 〇 ー 〇 〇

飯　井　 585人
5 和田久保地域交流サロン 飯井946 30 0 〇 ー △ 〇
6 長船中学校 牛文1010 2,813 9,200 △ ー 〇 〇 牛　文　 330人
7 磯上ふれあいプラザ 福里589-9 50 100 △ ー △ 〇 磯　上　 848人
8 国府小学校 福里853 2,113 4,168 △ ー 〇 〇

福　里　 757人
9 長船町公民館 土師1175 593 3,408 〇 ー × 〇
10 長船スポーツ公園 土師2068-2 1,348 6,064 〇 ー 〇 〇

土　師 2,532人
11 ゆめトピア長船 土師277-4 1,000 2,000 △ ー 〇 〇
12 行幸小学校 服部163 2,616 6,001 △ ー 〇 〇 八日市　 375人

服　部 2,150人13 富岡ふれあいプラザ 服部565-2 50 50 × ー △ 〇
14 福岡ふれあいプラザ 福岡500-158 50 0 × ー △ 〇

福　岡 2,766人15 七小路会館 福岡831 30 0 × ー △ 〇
16 福岡集会所 福岡833 50 0 × ー △ 〇
17 長船ふれあいプラザ 長船575-124 50 0 × ー △ 〇

長　船 1,742人
18 備前長船刀剣の里 長船966 131 425 △ ー △ 〇

4556778

89910101111

平
成
29
年
３
月
に
避

難
勧
告
等
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ

た
。

　
災
害
の
種
類
ご
と
に
設

定
さ
れ
た
す
ば
ら
し
い
資

料
で
あ
り
、
一
目
で
分
か

り
や
す
い
も
の
に
し
て
、

市
民
に
配
布
で
き
な
い
か
。

　

市
民
が
分
か
り
や
す
い

も
の
を
作
成
し
た
い
。

避
難
場
所
は
、
避
難

す
る
住
民
の
地
域
を

想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
長
船
町
民
の
ほ
と
ん
ど

が
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
に
避

難
す
る
設
定
は
、
無
理
が

あ
る
。

　
長
船
町
公
民
館
は
、
長

船
町
の
中
央
部
分
の
市
民

に
と
っ
て
、
避
難
所
と
し

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
場 日

下　
俊
子

問答
長
船
町
公
民
館
は
避
難
所
と
し
て
必
須
で
は

市
全
体
を
考
え
検
討
し
て
い
く

問問
危
機
管
理
部
長

市　
　
　
長

市　
　
　
長

指定避難場所一覧（長船地区）　　  「避難勧告等に関するガイドライン」より

問

河
本　
裕
志

問答
高
齢
者
徘
徊
対
策
促
進
事
業
と
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
見
守
り
シ
ー
ル
の
活
用

示
さ
れ
る
。

　

家
族
に
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
読
み
取
り
や
伝
言
板
に

書
き
込
み
が
あ
れ
ば
、
瞬

時
に
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ

る
。

市
民
へ
の
周
知
は
。

　

市
の
Ｈ
Ｐ
や
広
報
２
月

号
で
周
知
を
行
う
予
定
。

　

ま
た
、
来
年
１
月
に
２

回
、
認
知
症
介
護
家
族
の

交
流
会
で
介
護
者
や
家
族

に
周
知
を
考
え
て
い
る
。

市
民
税
の
非
課
税
世

帯
な
ど
経
済
的
に
厳

し
い
子
育
て
世
帯
へ
の
物

品
購
入
等
の
支
援
は
。

　

経
済
的
な
支
援
が
必
要

な
子
育
て
世
帯
に
は
、
ま

ず
は
生
活
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
等
に
相
談
し
て
も
ら

い
た
い
。

高
齢
者
と
同
様
に
支

援
で
き
な
い
か
。

　

子
育
て
世
代
に
ふ
さ
わ

し
い
制
度
を
検
討
し
て
い

く
。

高
齢
者
徘
徊
対
策
促

進
事
業
の
概
要
は
。

　

認
知
症
な
ど
に
よ
り
、

徘
徊
す
る
高
齢
者
を
介
護

す
る
家
族
に
対
し
て
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
付
き
シ
ー
ル
を

交
付
し
、
徘
徊
高
齢
者
を

保
護
す
る
た
め
の
仕
組
み

で
あ
る
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
シ

ー
ル
の
活
用
は
。

　

家
族
が
、
徘
徊
高
齢
者

の
衣
服
、
靴
、
そ
の
他
持

ち
物
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
で
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き

見
守
り
シ
ー
ル
を
貼
り
、

発
見
者
が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
伝
言
板
が
表

問問

問

問 問
市　
　
　
長

数
配
置
や
教
員
の
資
質
向

上
な
ど
工
夫
し
て
行
な
っ

て
い
く
。

牛
窓
東
小
学
校
は
新

築
し
、
邑
久
中
学
校

は
大
規
模
改
修
が
行
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
ほ
と

ん
ど
の
小
・
中
学
校
で
は

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
子
ど
も
が
生
活
す
る
に

お
い
て
も
不
具
合
が
生
じ

て
い
る
。
特
に
、「
ト
イ

レ
が
汚
す
ぎ
て
子
ど
も
が

使
い
に
く
い
」、「
洋
式
化

が
で
き
て
い
な
い
」
な
ど

の
意
見
を
聞
く
。

　
早
期
に
改
修
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

ほ
と
ん
ど
の
小
中
学
校

は
、
築
30
年
以
上
で
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
。

　

各
学
校
の
状
況
を
把
握

し
、
劣
化
度
の
高
い
も
の

か
ら
順
次
、改
修
し
て
い
く
。

　

あ
わ
せ
て
バ
リ
ア
フ
リ

ー
対
応
や
ト
イ
レ
の
改
修
・

問

問
教　
育　
長

教
育
次
長

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
参
与

厚
東　
晃
央

問答
小・中
学
校
の
改
修
を
早
期
に
す
べ
き
で
は

順
次
改
修
を
行
な
っ
て
い
く

〔見守りシール〕
登録から行方不明
→保護
→引渡しまでの流れ

大規模改修を行っている邑久中学校改修された邑久中学校のトイレ

出典：市のPR紙から



議
案
審
議

議
案
審
議

決
算
認
定

決
算
認
定

請
願
審
査

請
願
審
査

人
事
案
件

人
事
案
件

視
察
報
告

視
察
報
告

一
般
質
問

一
般
質
問

Ұ ൠ ࣭ 原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります
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は
な
い
か
。

　
不
参
加
の
理
由
は
。

　

当
初
は
、
連
携
を
前
提

と
し
た
調
整
を
進
め
て
い

た
。
し
か
し
、
当
初
か
ら

の
参
加
は
、
規
則
と
の
関

連
、
図
書
館
職
員
の
業
務

上
の
負
担
な
ど
、
新
図
書

館
の
円
滑
な
運
営
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
考
え

参
加
を
見
送
っ
た
。

　

図
書
館
運
営
の

状
況
を
踏
ま
え
、

参
加
の
時
期
な
ど

検
討
し
て
い
く
。

市
民
や
議
会

か
ら
の
要
望

は
、
国
や
県
に
関

わ
る
も
の
も
出
て

く
る
。

　
そ
れ
を
市
と
し

て
の
要
望
書
と
し

早期に他市との連携を
（瀬戸内市民図書館）

認
知
症
施
策
総
合
戦

略
の
取
り
組
み
状
況

は
。

　

４
月
に
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

ま
た
、
地
域
支
援
推
進
員

を
４
名
配
置
し
て
、
支
援

を
実
施
し
て
い
る
。

病
院
の
管
理
運
営
に

お
け
る
改
革
は
。

　

地
域
医
療
構
想
の
内
容

を
踏
ま
え
、
地
域
に
必
要

な
医
療
の
提
供
体
制
を
確

保
し
、
安
定
し
た
経
営
の

も
と
で
医
療
の
質
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

職
員
の
意
識
改
革
は
。

　

市
民
の
方
々
に
信
頼
さ

れ
、
良
い
病
院
に
な
っ
た

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
改
革
を
続
け
た
い
。

下
水
道
事
業
の
今
後

は
。

　

効
率
的
か
つ
効
果
的
な

整
備
を
実
施
し
た
い
。

小
野
田　
光

問答
今
後
の
市
政
運
営
は

健
全
な
状
況
で
維
持
し
て
い
き
た
い

大
規
模
事
業
の
中
止

や
、
規
模
を
縮
小
す

る
時
期
が
来
て
い
る
よ
う

に
も
感
じ
る
が
。

　

現
在
計
画
中
の
事
業
は

必
要
な
事
業
だ
と
認
識
し

て
お
り
、
市
の
一
般
財
源

の
活
用
は
極
力
減
ら
し
な

が
ら
実
現
し
て
い
き
た
い
。

※
量
入
制
出
を
旨
と

す
べ
き
で
は
。

　

将
来
を
見
通
し
、
常
に

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、

責
任
の
あ
る
判
断
を
し
て

い
き
た
い
。

設
備
は
不
充
分
で
あ
る
た

め
、
早
急
に
関
係
部
局
と

協
議
し
た
い
。

設
立
の
経
緯
や
、
前

任
者
か
ら
の
引
継
ぎ

等
に
よ
り
難
し
い
面
も
あ

る
が
、
外
郭
団
体
等
の
運

営
の
健
全
性
を
明
確
に
す

る
た
め
に
も
、
市
の
関
与

の
基
本
方
針
を
策
定
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

監
査
委
員
か
ら
の
指
摘

地
域
交
通
網
の
今
後

は
。

　

未
着
手
地
域
に
つ
い
て

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

な
が
ら
順
次
導
入
を
進
め

た
い
。学

校
へ
の
エ
ア
コ
ン

整
備
の
考
え
は
。

　

全
て
の
学
校
に
整
備
す

る
計
画
と
し
て
い
る
。

「
あ
い
さ
つ
の
ま
ち

瀬
戸
内
市
」
の
宣
言

を
し
て
は
ど
う
か
。

　

他
都
市
の
事
例
も
参
考

に
検
討
し
た
い
。

市
長
の
描
く
瀬
戸
内

市
の
発
展
と
は
。

　

何
か
大
き
な
も
の
が
で

き
、
ま
ち
が
一
度
に
か
わ

る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

人
々
の
営
み
が
末
永
く
続

い
て
い
き
、
そ
の
中
で
幸

せ
が
実
感
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
発

展
だ
と
考
え
て
い
る
。

て
、
毎
年
国
、
県
の
予
算

編
成
前
に
作
成
し
、
継
続

的
に
働
き
か
け
て
は
。

　

毎
年
継
続
的
に
様
々
な

案
件
を
要
望
し
て
い
る
。

　

結
果
を
出
せ
る
よ
う
引

き
続
き
努
力
す
る
。

介
護
保
険
制
度
の

「
元
気
ア
ッ
プ
デ
ィ
」

は
、
６
か
月
で
卒
業
と
あ

り
、
不
安
な
お
年
寄
り
が

多
い
が
。

　

期
間
が
来
た
か
ら
終
了

と
い
う
の
で
な
く
、
体
力
、

栄
養
状
態
、
行
き
場
所
な

ど
を
重
点
的
に
、
丁
寧
に

聞
き
取
り
し
、
対
応
し
て

い
く
。

事
項
も
あ
り
、
各
組
織
に

是
正
措
置
を
図
る
よ
う
お

願
い
し
て
き
た
が
是
正
さ

れ
て
い
な
い
。
引
き
続
き

調
整
を
図
り
た
い
。

弁
護
士
へ
の
相
談
に

つ
い
て
、
平
成
28
年

度
の
弁
護
士
の
相
談
件
数

と
訴
訟
等
の
件
数
及
び
委

託
料
は
。

　

顧
問
弁
護
士
へ
の
相
談

件
数
は
１
３
１
件
、
委
託

料
は
66
万
円
。

　

訴
訟
の
件
数
は
１
件
で

委
託
料
は
約
60
万
円
で
あ

る
。

　

平
成
28
年
度
に
は
相
談

及
び
訴
訟
等
の
実
績
は

な
く
、
年
間
顧
問
料
は

38
万
８
８
０
０
円
で
あ
る
。

こ
の
た
び
発
表
さ
れ

た
市
の
中
期
財
政
計

画
に
よ
る
と
、
平
成
32
年

度
に
約
38
億
円
の
財
源
不

足
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
歳
入
の
減
少
に
対
し
、

公
共
施
設
の
維
持
費
や
大

規
模
建
設
事
業
費
等
の
歳

出
増
が
要
因
と
考
え
ら
れ

る
が
、
対
応
策
は
。

　

適
正
化
計
画
を
立
て
、

切
り
詰
め
る
と
こ
ろ
は
切

り
詰
め
な
が
ら
、
や
っ
て

い
き
、
何
と
か
健
全
な
状

況
で
市
政
を
維
持
し
て
い

き
た
い
。

本
年
11
月
１
日
か
ら
、

県
内
の
５
市
４
町

（
岡
山
市
、
玉
野
市
、
備

前
市
、
赤
磐
市
な
ど
）
は
、

図
書
館
相
互
利
用
事
業
を

始
め
た
が
、
本
市
は
、
こ

れ
に
参
加
し
な
か
っ
た
。

市
民
に
と
っ
て
正
し
い
選

択
と
は
思
え
な
い
。

　
新
図
書
館
に
は
、
他
都

市
の
人
に
も
来
て
も
ら
い
、

お
互
い
に
利
用
し
合
う
の

が
、
自
治
体
間
の
連
携
で

近
年
道
の
駅
を
地
域

活
性
化
の
拠
点
等
多

様
な
用
途
に
活
用
す
る
だ

け
で
な
く
、
防
災
機
能
を

向
上
す
る
こ
と
を
国
等
が

力
を
入
れ
て
い
る
が
、
本

市
の
機
能
強
化
の
対
応
は
。

　

地
域
防
災
計
画
上
で
一

本
松
展
望
園
は
ヘ
リ
ポ
ー

ト
適
地
に
選
定
さ
れ
、
緊

急
避
難
所
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
。
だ
が
、
老
朽
化

し
た
施
設
も
あ
り
、
防
災

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問問

問問

問

問

問

市　
　
　
長

市　
　
　
長

市　
　
　
長

市　
　
　
長

市　
　
　
長

総
合
政
策
部
長

保
健
福
祉
部
長

総
合
政
策
部
長

病
院
事
業
部
長

病
院
事
業
管
理
者

上
下
水
道
部
長

病
院
事
業
部
長

※
量
入
制
出

　
収
入
を
計
算
し
て
、
そ
れ
か
ら
支
出
を
計
上
す
る
健
全
財

政
の
心
構
え
を
い
う
。

　
「
入
る
を
量
り
て
、
出
ず
る
を
制
す
」
と
も
い
う
。

室
﨑　
陸
海

問答
道
の
駅
を
防
災
拠
点
と
し
て
整
備
し
て
は

災
害
対
策
の
視
点
か
ら
関
係
部
局
と
協
議
す
る

産
業
建
設
部
長

産
業
建
設
部
長

総
務
部
長

竹
原　
幹

問答
図
書
館
相
互
利
用
に
参
加
し
な
か
っ
た
理
由
は

新
図
書
館
の
円
滑
な
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
す

教
育
次
長

保
健
福
祉
部
長

日
下　
敏
久

問答
今
後
の
病
院
改
革
は

安
ら
ぎ
と
幸
せ
を
届
け
る
病
院
へ

教
育
次
長

防災拠点としての整備が望まれる道の駅
（黒井山グリーンパークと一本松展望園）

めざせ！あいさつ日本一

中期財政見通しの状況

出典：瀬戸内市中期財政計画（平成29年度計画版）から抜粋
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瀬
戸
内
市
は
他
市
に

比
べ
て
、
国
・
県
の

指
定
文
化
財
の
密
度
は
県

下
一
、
地
域
に
は
郷
土
の

歴
史
を
市
民
や
子
ど
も
達

に
伝
え
る
方
々
も
い
る
。

　
長
年
の
活
動
を
顕
彰
し
、

そ
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に

も
郷
土
検
定
を
実
施
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
や

歴
史
伝
道
師
の
認
定
を
し

て
は
ど
う
か
。

　

観
光
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

発
掘
や
育
成
に
つ
な
が
る
。

　

実
施
機
関
等
も
含
め
慎

重
に
検
討
す
る
。

決
す
る
地
域
一
括
交
付
金

制
度
だ
が
制
度
上
の
課
題

も
あ
る
。
進
捗
状
況
は
。

　

30
年
度
末
ま
で
に
制
度

案
の
作
成
、
モ
デ
ル
候
補

地
に
お
け
る
地
域
計
画
立

案
の
支
援
、
制
度
導
入
に

備
え
た
庁
内
体
制
の
整
備
、

人
的
支
援
の
検
討
準
備
を

行
い
、
32
年
度
の
な
る
べ

く
早
い
時
期
に
制
度
導
入

を
目
指
し
て
い
く
。

歴
史
を
掘
り
下
げ
て

い
く
こ
と
は
観
光
、

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
に
も

効
果
が
あ
る
。
今
後
教
育

現
場
も
、
地
域
連
携
、
協

働
が
必
要
に
な
る
。
観
光

振
興
に
高
校
生
等
若
い
人

の
意
見
も
取
り
入
れ
る
仕

組
み
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

　

　

高
校
生
た
ち
の
意
見
を

取
り
入
れ
る
の
は
有
意
義

で
あ
り
、
検
討
し
て
い
く
。

　

地
域
と
の
協
働
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
り
、
地
域

学
習
を
進
め
て
い
る
。
新

た
な
観
点
で
自
ら
考
え
発

表
す
る
こ
と
で
子
ど
も
の

育
成
に
も
な
る
と
思
う
。

角
口　
隼
一

問答
市
所
有
の
土
地
の
管
理
を
適
切
に
す
べ
き
で
は

情
報
提
供
が
あ
れ
ば
早
急
な
対
応
を
し
た
い

高
間　
直
美

問答
郷
土
検
定
を
し
歴
史
伝
道
師
認
定
を
し
て
は

仕
組
み
を
検
討
す
る

布
野　
浩
子

問答
図
書
館
の
駐
車
場
が
狭
い
が

全
体
を
引
き
直
す
計
画
で
あ
る

岡　
國
太
郎

問答
市
営
バ
ス
の
利
用
状
況
と
今
後
の
方
策
は

厳
し
い
利
用
状
況
だ
が
利
用
促
進
を
図
り
た
い

　

土
地
の
管
理
の
中
で
も

特
に
雑
草
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
見
た
目
が
悪
い
だ

け
で
は
な
く
、
害
虫
の
発

生
や
不
法
投
棄
の
増
加
、

視
界
不
良
な
ど
に
よ
る
交

通
事
故
の
発
生
や
事
件
の

誘
発
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
。

　

現
在
人
員
不
足
な
ど
か

ら
必
ず
し
も
十
分
な
対
応

が
で
き
て
い
な
い
場
合
も

あ
り
、
計
画
的
な
草
刈
り
、

清
掃
な
ど
を
実
施
し
、
特

に
市
民
か
ら
管
理
が
不
十

分
と
い
っ
た
情
報
提
供
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
現
場

を
確
認
し
可
能
な
限
り
早

急
な
対
応
を
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
不

十
分
で
あ
る
場
合
に
は
、

担
当
課
に
情
報
を
お
寄
せ

い
た
だ
け
れ
ば
早
急
な
対

応
を
し
て
い
き
た
い
。
市

の
土
地
は
市
民
皆
さ
ん
の

財
産
で
も
あ
る
の
で
、
自

ら
き
れ
い
に
す
る
と
い
う

意
識
の
醸
成
と
と
も
に
、

今
後
も
市
所
有
の
土
地
の

管
理
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

市
が
所
有
す
る
土
地

の
管
理
が
十
分
に
行

わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
周

辺
住
民
が
迷
惑
を
受
け
て

い
る
例
が
あ
る
。

　
市
道
を
整
備
す
る
予
定

で
購
入
し
た
け
れ
ど
も
予

算
不
足
で
事
実
上
塩
漬
け

に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
土

地
や
市
道
の
路
肩
な
ど
が

あ
る
。

　
地
域
住
民
の
ご
厚
意
で

草
刈
り
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な

地
域
で
も
高
齢
化
が
著
し

く
、
こ
れ
ま
で
は
元
気
に

で
き
て
い
た
草
刈
り
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
例
は
多
数
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
市
は
土
地
に
つ
い
て

の
管
理
を
こ
の
ま
ま
の
状

態
で
続
け
て
い
く
の
か
。

問

市　
　
　
長

図
書
館
と
公
民
館
が

連
携
し
て
拠
点
と
な

り
、
瀬
戸
内
市
の
歴
史
や

文
化
を
伝
達
す
る
人
を
育

成
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

人
づ
く
り
を
継
続
的
に

行
う
こ
と
は
必
要
。
非
常

に
有
意
義
な
提
案
で
あ
り
、

進
め
方
を
検
討
す
る
。

が
ん
教
育
が
学
習
指

導
要
領
に
入
っ
た
。

20
年
前
の
エ
イ
ズ
以
来
で

あ
る
が
ど
う
進
め
る
の
か
。

　

保
健
を
担
当
す
る
先
生

方
が
県
で
研
修
を
行
っ
た
。

各
部
局
と
連
携
を
考
え
て

い
る
。

教
員
だ
け
で
な
く
医

師
等
の
専
門
家
の
協

力
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

病
気
を
通
し
て
健
康
と

命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
の
は

心
の
教
育
に
も
つ
な
が
る
。

医
師
や
専
門
家
の
協
力
は

必
要
と
考
え
る
。
各
学
校

で
の
計
画
に
も
支
援
す
る
。

問

問問

問

市　
　
　
長

足
を
運
ぶ
よ
う
な
方
策
も

考
え
て
い
き
た
い
。

11
月
か
ら
運
行
を
開

始
し
た
市
営
バ
ス
の

利
用
状
況
と
今
後
の
方
策

は
。

　

11
月
一
か
月
間
の
利
用

状
況
は
三
路
線
合
計
で
一

便
あ
た
り
の
平
均
利

用
者
数
0.8
人
で
、
当

初
の
見
込
み
の
三
分

の
一
以
下
で
あ
っ
た
。

こ
の
現
実
を
踏
ま
え
、

関
係
地
域
市
民
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

を
も
と
に
、
さ
ら
な

る
利
用
促
進
に
つ
な

げ
て
い
く
つ
も
り
で

あ
る
。繰

り
返
し
浸
水

被
害
が
起
こ
っ

て
い
る
地
域
の
、
根
本
的

対
策
を
取
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

近
年
の
異
常
気
象
に
よ

る
多
大
な
雨
量
に
対
処
す

る
た
め
の
調
査
を
し
て
、

現
時
点
に
於
け
る
現
実
的

な
改
善
策
を
考
え
て
い
き

た
い
。

本
蓮
寺
所
蔵
の
詩
書

9
幅
を
含
む
朝
鮮
通

信
使
関
連
資
料
の
世
界
記

憶
遺
産
認
定
、
並
び
に
市

民
図
書
館
の
「
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー・
オ
ブ・
ザ・
イ
ヤ
ー

２
０
１
７
」
大
賞
受
賞
は
、

ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
る
が
、
市
と
し
て
こ

れ
ら
の
栄
誉
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
つ
も
り

か
。

　

本
蓮
寺
所
蔵
の
詩
書
9

幅
の
常
設
展
示
の
た
め
の

レ
プ
リ
カ
製
作
を
始
め
、

効
果
的
な
観
光
Ｐ
Ｒ
に
活

用
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
地
域
へ
の
誇
り
（
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
）
に
も

結
び
付
け
て
い
き
た
い
。

　

市
民
図
書
館
に
つ
い
て

は
、
各
方
面
か
ら
の
見
学

者
が
他
の
観
光
施
設
に
も

問

問問

市　
　
　
長

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー・
オ

ブ・ザ・イ
ヤ
ー
２
０

１
７
を
受
賞
し
た
市
民
図

書
館
を
、
も
っ
と
多
く
の

市
民
の
方
に
利
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
ま
た
地
域

格
差
が
出
な
い
よ
う
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
考
え
た
ら
ど

う
か
。

　　

図
書
館
の
全
域
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
観
点
で
移
動
図

書
館
車
の
機
動
力
を
生
か

し
、
利
便
性
を
高
め
る
必

要
が
あ
る
。
夏
休
み
に
は

希
望
し
た
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
も
巡
回
し
て
い
る
。

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
研
究
す

る
。「

お
互
い
さ
ま
」
と

顔
が
見
え
る
地
域
づ

く
り
は
今
後
も
っ
と
必
要
。

地
域
の
課
題
を
地
域
で
解

問問

問
総
合
政
策
部
長

産
業
建
設
部
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教　
育　
長

専門家の医師によるがん教育市営バス 牛窓─邑久線 第一号利用者（11月1日）

教
育
次
長

総
合
政
策
部
長

産
業
建
設
部
長

教　
育　
長

「お互いさま」の地域づくり（土師地域交流サロン）
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地
元
関
係
者
か
ら
陳
情

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
年
度
７
月
に
備
前
県

民
局
に
来
年
度
県
事
業
関

係
の
要
望
を
し
、
紺
浦
地

区
の
早
期
整
備
に
向
け
て

要
望
書
に
盛
り
込
ん
で
い

る
。

　

牛
窓
中
浦
地
区
の
高
潮

対
策
事
業
は
、
紺
浦
地
区

に
引
き
続
い
て
胸
壁
を
施

工
す
る
予
定
で
測
量
、

地
質
調
査
を
昨
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る

が
、
事
業
化
の
た
め

に
は
海
岸
保
全
区
域

に
指
定
が
必
要
で
そ

の
準
備
を
進
め
て
計

画
し
、
工
事
の
早
期

着
手
を
要
望
し
て
い

る
。

台
風
等
の
風
波
に
よ

る
決
壊
の
危
険
性
の

あ
る
牛
窓
紺
浦
地
区
の
護

岸
に
つ
い
て
は
、
地
区
の

署
名
を
集
め
て
市
に
要
望

書
で
整
備
を
求
め
て
い
る

が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
ま
た
、
牛
窓
中
浦
地
区

は
、
今
年
の
台
風
で
も
浸

水
し
て
お
り
、
そ
の
度
に

浸
か
っ
て
お
り
、
そ
の
対

策
が
望
ま
れ
て
い
る
が
。

学
童
保
育
の
中
で
５

年
生
、
６
年
生
の
受

け
入
れ
が
難
し
い
ク
ラ
ブ

が
あ
る
と
聞
く
が
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
小
学

６
年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ

て
い
る
。
ク
ラ
ブ
か
ら
相

談
が
あ
っ
た
際
に
は
適
切

に
対
応
し
た
い
。

保
育
園
で
は
待
機
児

童
が
い
る
と
い
う
が
、

そ
の
対
策
は
。

　

10
月
１
日
現
在
０
歳
児

の
待
機
児
童
が
３
名
い
る
。

　

福
田
保
育
園
の
拡
張
や

長
船
東
保
育
園
の
改
修
等

に
よ
り
平
成
30
年
度
23
人

の
受
け
入
れ
が
可
能
で
あ

る
。

　

接遇
研修

ハードと
ソフト

施設
改善

バリアフリー
チェック

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通

う
要
支
援
の
方
の
中

で
、元
気
ア
ッ
プ
デ
イ（
６

カ
月
後
に
卒
業
が
原
則
）

に
切
り
替
え
ら
れ
た
方
が

い
る
が
、
不
安
な
声
を
聞

く
。

　
丁
寧
な
対
応
と
と
も
に
、

制
度
の
見
直
し
も
必
要
で

は
な
い
か
。

　

制
度
の
内
容
を
評
価
し
、

検
討
し
、
必
要
が
あ
れ
ば

見
直
す
こ
と
も
十
分
視
野

に
入
れ
、
よ
り
よ
い
サ
ー

ビ
ス
に
し
て
い
き
た
い
。

元気に通学する子どもたち

馬
場　
政
敎

問答
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
の
設
置
は

来
年
度
実
施
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
く

島
津　
幸
枝

問答
通
学
区
域
の
見
直
し
を

ま
ず
は
調
査
し
た
い

廣
田　
均

問答
紺
浦
の
護
岸
補
強
と
牛
窓
中
浦
の
浸
水
対
策
は

県
に
来
年
度
事
業
に
強
く
要
望
し
て
い
る

小
谷　
和
志

問答
聞
こ
え
に
く
い
防
災
行
政
無
線
の
対
策
は

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
伝
達
手
段
を
整
備
す
る

　

既
存
の
自
立
支
援
協
議

会
の
委
員
を
も
っ
て
充
て
、

学
識
経
験
者
等
を
構
成
員

と
し
て
、
来
年
度
か
ら
設

置
す
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
機
器
を
活
用

し
、
障
害
の
状
態
や
認
知

の
特
性
な
ど
に
応
じ
て
効

果
的
な
学
習
を
研
究
し
て

い
く
。

農
業
を
、
持
続
可
能

に
す
る
た
め
の
未
来

の
設
計
図
と
な
る
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
（
地
域
農
業

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）」
は

ど
の
よ
う
に
考
え
推
進
す

る
の
か
。

　

ま
だ
具
体
的
に
そ
の
手

法
に
つ
い
て
は
議
論
が
進

ん
で
い
な
い
。

　

地
域
全
体
の
課
題
と
し

て
認
識
を
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
定
期
的
な
検
討

会
を
開
催
し
な
が
ら
見
直

し
を
行
っ
て
い
く
。

国
・
県
へ
の
陳
情
を
、

よ
り
一
層
行
っ
て
も

ら
い
た
い
。

　

要
望
活
動
を
粘
り
強
く

行
っ
て
い
く
。

障
害
者
差
別
解
消
法

に
お
い
て
は
、
強
制

で
は
な
い
が
障
害
者
差
別

解
消
支
援
地
域
協
議
会
の

設
置
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
教
育
現
場
で
の
教
育
的

配
慮
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ

を
考
え
て
い
る
の
か
。

問

問問
市　
　
　
長

保
健
福
祉
部
参
与

保
健
福
祉
部
参
与

保
健
福
祉
部
参
与

産
業
建
設
部
長

新
火
葬
場
建
設
は
岡

山
市
と
合
同
で
整
備

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
岡
山
市
と
の
協
定
締
結

が
実
現
し
た
後
に
火
葬
場

関
連
の
予
算
を
計
上
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

岡
山
市
と
連
携
が
は
っ

き
り
見
え
た
段
階
で
、
予

算
執
行
す
る
の
が
、
望
ま

し
い
形
だ
と
思
う
。

導
入
を
考
え
て
い
る

地
域
一
括
交
付
金
制

度
だ
が
、
市
の
方
向
性
を

問
う
。

　

自
治
会
に
出
し
て
い
る

補
助
金
を
ま
と
め
て
地
域

に
交
付
し
、
地
域
の
課
題

解
決
に
対
応
す
る
制
度
と

し
て
想
定
し
て
い
る
。

小
学
校
の
通
学
区
域

の
中
で
、
境
界
に
あ

る
地
域
に
つ
い
て
は
、
弾

力
的
運
用
を
し
て
は
ど
う

か
。

　

ま
ず
は
、
現
状
が
ど
う

な
の
か
な
ど
、
総
合
的
に

調
査
し
た
い
。

問

問

問問
市　
　
　
長

保
健
福
祉
部
長

総
合
政
策
部
長

問

問問

中
学
校
で
給
食
が
お

い
し
く
な
い
と
い
う

声
を
聞
く
が
、
学
校
給
食

調
理
場
で
の
献
立
は
ど
の

よ
う
に
決
定
し
て
い
る
の

か
。

　

学
校
給
食
は
、
各
調
理

場
が
基
本
と
な
る

献
立
計
画
に
基
づ

い
て
、
施
設
設
備
、

調
理
員
の
作
業
能

力
、
食
器
の
種
類
、

作
業
工
程
や
動
線

な
ど
に
留
意
し
作

成
し
、
決
定
し
て

い
る
。邑

久
学
校
給

食
調
理
場
は

民
間
委
託
と
な
る

が
、
他
の
調
理
場

の
今
後
は
。

　

牛
窓
・
長
船
学
校
給
食

調
理
場
も
同
様
に
、
慢
性

的
な
人
員
不
足
で
あ
り
、

正
規
職
員
も
退
職
を
迎
え

補
充
し
な
い
方
針
で
あ
る
。

早
急
に
検
討
を
始
め
る
必

要
が
あ
る
。

防
災
行
政
無
線
の
聞

こ
え
な
い
、
聞
こ
え

に
く
い
地
域
へ
の
対
策
は
、

こ
れ
ま
で
に
何
度
も
聞
い

て
い
る
が
、
一
向
に
改
善

は
み
ら
れ
な
い
。
早
期
の

対
策
を
実
施
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

具
体
的
な
改
善
策
は
で

き
て
お
ら
ず
、
申
し
訳
な

い
と
考
え
て
い
る
。
地
域

に
対
し
て
は
、
市
の
発
信

す
る
情
報
を
も
と
に
、
自

治
会
等
の
放
送
施
設
や
地

域
内
の
連
絡
網
の
活
用
を

お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
、

自
治
会
自
主
組
織
に
お
い

て
も
ソ
フ
ト
面
で
の
対
応

と
地
域
力
の
発
揮
を
お
願

い
し
て
い
る
。
今
後
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
伝
達
手

段
の
整
備
を
し
た
い
。

問

問問

危
機
管
理
部
長

教
育
次
長

産
業
建
設
部
長

教　
育　
長

教
育
次
長

教
育
次
長

邑久学校給食調理場

「障害者差別解消法」により障がいが
ある方への「合理的配慮」が求められる
出典：NPO 法人 日本アビリティーズ協会

『障がい者を支えるイメージ』

整備が望まれる護岸（紺浦地区）
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●お問い合わせは議会事務局（0869）22-0979までお願いします。
　E-メールアドレス　gikaijimu@city.setouchi.lg.jp
　瀬戸内市議会ホームページアドレス　http://www.city.setouchi.lg.jp この市議会だよりは

再生紙を使用しています

インターネッ
ト中継はこち
らから

編

集

後

記

編

集

後

記

次回定例会の予定
（インターネット中継のある日）

 2月 21日（水） 本会議 9：30～ 
  27日（火） 本会議 9：30～ 一般質問
  28日（水） 本会議 9：30～ 一般質問
 3月 2日（金） 本会議 9：30～ 一般質問
  5日（月） 本会議 9：30～ 　　　　
  20日（火） 本会議 9：30～

お気軽に傍聴してください。
（都合により、日程が変更となる場合もあります。）

地域の写真を市民のみなさんからも
募集します地域のかがやき

寒中お見舞い申し上げます。

大լౡから見たॳ日の出（๛原ɾॳ日の出を見る会）

ுった発ද会（長船東保育園）ؤ

ંり方教͑て（保健福ࢱϑΣスタ）

݁成20प年ه೦公ԋ（ࢳあつり人ܶܗ団 つ͖Έ）

皆さまの傍聴をお待ちしております。

  

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

͝
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
市
営
バ
ス
３
路
線
が

運
行
し
、
市
民
生
活
の
利
便
性
が

向
上
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
、̟
Ｒ
３
Ӻ
の
周
ล
整

備
や
新
火
葬
場
ݐ
設
と
い
う
、
大

き
な
課
題
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。  

　
議
会
は
市
民
の

を

ө
し
、

活
発
な
議
論
を
し
て
い
く
中
で
、

適
切
な
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
本
ࢴ
を
通
じ
て
、
分
か
り
や
す

く
お
知
ら
せ
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
小
୩
　

ࢤ
）

ԱҨ産に登録され、「瀬戸内市市民図書館もهがϢωスコੈք「録هにؔするே通৴」年はࡢ　
Έわ場」が「ライブラリーɾΦブɾザɾイϠー 2017」の大をडしましたɻ
　議会としても、׆発ͳ議を通して住Έよい瀬戸内市をࢦし、全ྗでऔりんでまいりますɻ
ԉをお願いਃし上͛ますɻ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ʬ 瀬戸内市議会 ʭࢧಋɾ͝ࢦ͝




